
■ CDVJ 「拉致」コーナー組：2011_9月度_01

「何故、私達皆が自分達の共同社会の出来事として、この人々
の不在をもっと強く意識し続けることが出来なかったか･･
･」最後のこの言葉がすごく心に響きました。拉致被害者を
救うことができる唯一の方法は、国民皆が関心を持ち、声
をあげ、絶対に許さないという強い思いを持つということ
です。この DVD を通して、少しでも関心をもってもらいた
い。そして、一刻も早く、被害者の方が日本に帰れるよう
に願っています。

日々、私たちの生活の中で、この拉致問題は
忘れ去られていく傾向にあります。決して、
その様な事の無いように一人一人が向き合っ
ていくことが大切です。「自分には関係ない」
という気持ちを持たない、持たせない為にも、
拉致について知っておくことの重要さに気づ
きました。また､拉致問題を風化させない様、
全世代の方にこのDVDを見て欲しい。

この作品を観て感じた事は、現在進行形で闘っている被

害者の方々の苦悩と、無関心という事がどれだけ虚しい

結果をもたらすのかという思いでした。一個人が国際問

題を解決させる事は不可能であっても、多くの人々の働

きかけによって解決させる事は出来ると思います。私自

身もまずは関心を向け、少しでも協力できればと、その

為には自分だけじゃなく周りの人達にも関心を向けても

らえるよう働きかける事が必要だと思います。

わが子がある日突然いなくなる、そんなことはまさ
か、と想像できません。拉致され、連れ去られた方々
がいることは日本で起きた事実です。政府に拉致被
害者と認定された 17 名のうち、2002 年に帰国で
きたのはわずか 5 名。横田めぐみさんのご家族は
34 年間、めぐみさんの帰宅を待ち続けています。北
朝鮮による拉致問題はまだ解決していません。この
問題をもっと身近に想い、解決に向けて想いを持ち
続けなければならないと思いました。


